
「わが村は美しくー北海道」運動第11回コンクール応募団体
JAふらの女性大学
【富良野市、上富良野町、中富良野町、南富良野町、占冠村】

JAふらの及び地域農業のサポーターを増やします

【はじまりは？】 【ここが自慢】

【おもな活動】

連絡先

代 表 者 名 ：学長 植﨑 博行さん
／設立：2010年／会員：63名

Ｕ Ｒ Ｌ ：https://www.ja-furano.or.jp/

住 所 ：北海道富良野市朝日町３番１号
ＪＡふらの 営農部 営農課内

電 話 番 号 ：0167-23-3534

Ｆ Ａ Ｘ ：0167-23-6119 

Ｅ－ｍａｉｌ：y-takahashi@ja-furano.or.jp

写真添付

令和５年度入学式

女性大学設立当時のＪＡは販売事業の取組は強固
であるが、教育文化事業への取組が弱い状況でし
た。このため、各種の活動を通じ教育文化事業の強
化を図ること、加えてその活動に農業女性だけでは
なく、地域住民女性も対象とすることにより、農協
に関わりのない方に対するアプローチを強化し、Ｊ
Ａふらのおよび地域農業のサポーターを増加させる
ことを目的として、平成22年に北海道初の『女性大
学』を開校しました。

現在は第12期生と第13期生が在学（２学年制、30
人程度/学年）しており、農家以外の学生が約半数
を占めています。入学式から卒業式までの２年間で、
ＪＡ所有施設の見学、先進農業地域への視察および
地元農産物を使った料理講座などの食育関係の活動
から、田んぼアート鑑賞や陶芸教室の文化関係の活
動まで、バラエティーに富んだカリキュラムを女性
部役員が企画・運営段階から携わり、2年間で10回
程度実施しています。

ＪＡふらのが設立した組織で、平成２５年度か
ら一般の方へも周知を行い、積極的に学生を受け
入れています。
ＪＡふらのでは、女性部役員が企画・運営の段

階から携わり、「女性が企画する大学」としての
機能を発揮しています。
女性大学は、仲間を増やす場として、組合員で

はない入学者には、ＪＡへの出資をお願いし、准
組合員になってもらっており、これにより、ＪＡ
組合員として、ＪＡの事業を楽しむ、という輪が
広がっています。
また、２年間の活動を終えた学生が、卒業後に

再入学を希望するなど、活発で良好な地域交流が
なされており、ＪＡ組合員（生産者）と非ＪＡ組
合員（消費者）を繋ぐ非常に重要な場となってい
ます。
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